


























































11　例えば、二木1995p.249、Баабар1996pp.279, 281-282, 285-286、Бат-Очир1991pp.24, 31-33,
































2017注 p.29）。1923 年 11 月 24 日付のモンゴル駐在共産主義青年インターナショナル代表 А. Г. ス
タルコフ作成の資料「モンゴル人民党第 1回大会」（1923 年に開催された人民党大会に関する報告
書）では、1922 年初頭のオフチンを「外務人民委員部代表、コミンテルン代表」と表現している

























































人民党第1回大会）を開催し、3月 13 日にはモンゴル人民臨時政府を結成した。3月 18
日には、ウンゲルンによりフレーを追われた中華民国軍が占領していたキャフタを解放し
た。その後、人民党は、ソヴィエト ･ロシア赤軍、極東共和国軍と共に、北上してきたウ


















































































23　АВПРФ Ф. 0111,ОП. 4,ПАП. 105а, Д. 1,Л. 120.































27　АВПРФ Ф. 0111,ОП. 4,ПАП. 105а, Д. 1,Л. 120-120об、Аоки2019pp.319-320.
28　АВПРФ Ф. 0111,ОП. 4,ПАП. 105а, Д. 1,Л. 120об、Аоки2019p.320.
29　モンゴルにおける仏教信仰の強さを、オフチンはこのように表現したようである。


































36　反ボリシェヴィキ派の将軍 И. Ф. シリニコフだと推測される。
37　ソヴィエト・ロシアと戦い、ロシア国外に亡命した反ボリシェヴィキ派を指すと思われる。





























































































2,000 人の白系ロシア人が加入していることと、第1次奉直戦争 48 の勝敗に関わらずフレー
への進軍が必要だという意見が白系ロシア人の間にあることも、合わせて指摘されてい
る 49。
　この 1922 年７月8日付オフチン発カラハン宛報告書の記述にもあるように、1920 年代
前半において、張作霖は外モンゴルへの進軍をたびたび企図していた 50。1921 年７月 27日
46　青木 2011p.132、АВПРФ Ф. 0111,ОП. 4,ПАП. 105а, Д.1,Л. 122об. 
47　АВПРФ Ф. 0111,ОП. 4,ПАП. 105а, Д. 1,Л. 122.
48　1922 年4−5月、張作霖の奉天派と呉佩孚の直隷派が山海関で衝突し、後者が勝利した（広川
2010p.033、スラヴィンスキー 2002p.34 等）。




付ソヴィエト・ロシア外務人民委員 Г. В. チチェリン発極東共和国外務相ゴリン宛文書に
は、中国がモンゴル遠征を企図しており、張作霖がそのために 300 万ドルを受領したこと
を西洋の新聞が伝えている、と記述されている51。1921年8月8日付Б. З. シュミャツキー52





















1924 年5月 31 日にカラハンと中華民国外交部長顧維鈞の間で中ソ協定が締結された。こ





53　РГАСПИ Ф. 495,ОП. 154,Д. 105,Л. 65、青木 2011p.32.
54　ҮТА Ф. 1,Д. 1,ХН. 32,Х. 4.この翌日の8月5日にも、張作霖に関係する内モンゴルの盟長、王
公が外モンゴルの王公、高位僧宛に大量の文書を送っている（橘 2011pp.441-442）。



















































ン、ヤポン・ダンザン 64、リンチノ、ナツァグドルジ 65 の署名が付されている。だが、人民
党からの依頼に基づいて、この報告を作成したのはリンチノである 66。
　この報告内の外モンゴルの政治情勢を説明した箇所に、以下の記述がある。











































も 1922 年9月 14 日の日記に記録している（20-иод оны тэмдэглэл p.116）。なお、この日記の項目を





















































20-иод оны тэмдэглэл: Дэмбэрэлийн Өлзийбаатар эмхт. ХХ зууны 20-иод оны тэмдэглэлүүд. Баримтын 
эмхтгэл. Улаанбаатар. 2007.
ВКНДК1: Го Хэнъюй, М. Лёйтнер, Р. Фельер, М. Л. Титаренко, К. М. Андерсон, В. И. Глунин, А. М. 
Григорьев ред. ВКП（б）, Коминтерн и национально-революционное движение в Китае. Документы. 
Т.1. 1920-1925. Москва. 1994.
Ринчино: Б. В. Базаров, Б. Д. Цибиков, С. Б. Очиров ред. Элбек-Дорджи Ринчино о Монголии. Улан-
Удэ. 1998.
Семенов: Атаман Семенов. О себе. Воспоминания, мысли и выводы. Москва. 1999.
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